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▲�意見交換会に参加いただいた創学館高等学校の皆さんと議会運営委員会の委員

若者が住み続けたい街に向けて若者が住み続けたい街に向けて
創学館高等学校との意見交換会創学館高等学校との意見交換会

　
市
議
会
で
は
、
若
い
世
代
の
声
を
聴
き
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
か

す
と
と
も
に
、
若
者
が
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る
き
っ
か
け
づ
く

り
を
狙
い
と
し
て
意
見
交
換
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
７
年

１０
月
２１
日
に
は
、
創
学
館
高
等
学
校
の
生
徒
１１
人
が
市
議
会
を
訪

れ
、議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
意
見
交
換
会
で
は
、
高
校
生
と
議
員
が
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
少
人
数
で
の
気
さ
く
な
雰
囲
気
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
懇

談
の
テ
ー
マ「
若
者
が
住
み
続
け
た
い
街
て
ん
ど
う
」に
つ
い
て
、

現
状
を
ど
う
感
じ
て
い
る
か
、
高
校
卒
業
後
の
進
路
、
若
い
世
代

が
こ
れ
か
ら
の
天
童
市
に
求
め
る
も
の
、
な
ど
率
直
な
意
見
を
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
懇
談
終
了
後
は
議
場
見
学
を
行
い
、
議
長
や
議
員
の
席
に
座
る

な
ど
し
て
、
市
議
会
の
雰
囲
気
を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
や
８
月
に
開
催
さ
れ
た
市
内

中
学
生
と
の
意
見
交
換
会
を
通
し
て
、
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く

さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
き
、
本
市
の
未
来
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
議
会
で
は
、
幅
広
い
市
民
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を

続
け
、
本
市
が
誰
に
と
っ
て
も
過
ご
し
や
す
く
、
住
み
や
す
い
街

に
す
る
た
め
、
取
組
み
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

高
校
生
が
考
え
る

天
童
市
と
私
の
未
来
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▲�新スタジアムに期待を寄せる

▲�公共交通機関の現状を共有

▲�安全な通学路であるために

◀�議長席の眺めはいかがですか

議場音響設備にも興味津々▶

・�

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
ホ
ー
ム
で
の

試
合
は
毎
回
観
戦
し
て
い
る
の
で
、

新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
に
期
待
し
て
い

る
。

・�

多
目
的
ホ
ー
ル
等
が
あ
り
、
ラ
イ
ブ

が
観
ら
れ
る
よ
う
な
施
設
が
欲
し
い
。

・�

自
宅
周
辺
は
畑
が
多
か
っ
た
が
、
最

近
で
は
住
宅
地
に
変
わ
っ
て
き
た
た

め
、
環
境
の
変
化
に
と
ま
ど
っ
て
い

る
。

・�

車
の
整
備
が
好
き
で
市
内
の
企
業
に

就
職
が
内
定
し
、
将
来
も
定
住
す
る

予
定
だ
。
天
童
市
が
好
き
な
の
で
住

み
続
け
た
い
。

・�

川
沿
い
の
通
学
路
に
は
街
灯
が
少
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
特
に
夕
方
は
暗

い
の
で
転
落
の
危
険
が
あ
る
。

・�

若
者
の
遊
べ
る
場
所
が
少
な
い
。
若

者
が
気
軽
に
集
え
る
・
遊
べ
る
場
の

誘
致
や
整
備
が
必
要
。

・�

電
車
の
本
数
が
少
な
く
公
共
交
通
機

関
に
不
便
を
感
じ
る
。
ま
た
、
市
外

か
ら
の
通
学
は
、
地
域
に
よ
っ
て
は

学
校
の
バ
ス
や
自
家
用
車
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

・�

自
転
車
の
通
れ
る
幅
が
狭
く
、
怖
い

思
い
を
し
た
の
で
、
通
学
路
だ
け
で

も
安
心
し
て
通
行
で
き
る
自
転
車
専

用
レ
ー
ン
は
作
れ
な
い
か
。

・�
大
雪
で
通
学
が
大
変
だ
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
、
通
学
路
の
除
雪
を
優

先
的
に
お
願
い
し
た
い
。

・�

県
内
に
も
希
望
す
る
職
種
は
あ
る

が
、
給
与
水
準
や
休
日
な
ど
福
利
厚

生
を
考
え
る
と
、
よ
り
充
実
し
て
い

る
方
を
選
ぶ
可
能
性
が
あ
る
。

水
戸　
　
保

横
山　
　
愛

Ａ
班

鈴
木　
照
一

滝
口　
茂
之

Ｂ
班

佐
藤　
俊
弥　
半
田　
大
介

遠
藤　
喜
昭

Ｃ
班

創学館高等学校の
皆さんから、たく
さんの活発な意見
をいただきました。

若者の声

若者の声

若者の声
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　令和７年度第５回市議会定例会（１２月定例会）
は、１２月４日から１２月１８日までの１５日間の会期
で開かれました。
　初日の本会議で、市長提出の人事案件１件に
ついて同意しました。そのほか、令和７年度一
般会計補正予算をはじめとする予算議案８件及
び条例議案７件、一般議案９件、請願１件につ
いては、予算特別委員会及び所管常任委員会に
付託され、審査を経て最終日の本会議で採決が
行われました。
　また、最終日の本会議に予算議案１件、条例
議案１件と委員会提出議案１件が上程され、採
決が行われました。
（採決結果は１２ページに掲載してあります。）

【 審 査 日 程 】
月　日 内　　容

１２／４（木）
本会議（�会期の決定、提案理由の説明、予

算特別委員会の設置など）
予算特別委員会（正副委員長の互選など）

１２／８（月）
１２／９（火） 本会議（市政に対する一般質問）

１２／１０（水） 総務教育常任委員会（付託案件の審査）
環境福祉常任委員会（付託案件の審査）

１２／１１（木） 経済建設常任委員会（付託案件の審査）

１２／１２（金） 予算特別委員会（付託案件の審査）

１２／１５（月） 予算特別委員会（討論、表決）

１２／１８（木） 本会議（委員長報告、質疑、討論、表決など）

インターネットで議会中継

https://www.city.tendo.yamagata.jp/congress/

　市政に対する一般質問は、１２月８日・９日の２日間の日程で、１２人の議員が行いました。
　異常気象に対応した農業の振興や、障がいのある方の社会参加への支援などについて、
市長や教育長等の見解を求めました。※議員の原稿をそのまま掲載しています。

質
問
者
と
質
問
事
項

市政に対する一般質問

【
新
関　
知
己 

議
員
】

�

市
民
の
安
全
確
保
に
向
け
た
ク

マ
対
策
の
強
化
に
つ
い
て

�

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
マ

イ
ナ
救
急
の
取
組
み
に
つ
い
て

【
滝
口　
茂
之 

議
員
】

�

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

�

新
た
な
社
会
を
支
え
る
教
育
・

人
材
育
成
に
つ
い
て

【
佐
藤　
孝
一 

議
員
】

�

モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
の
新
ス
タ

ジ
ア
ム
建
設
に
つ
い
て

【
武
田　
正
二 

議
員
】

�

障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

【
水
戸　
保 

議
員
】

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

農
業
振
興
に
つ
い
て

【
鈴
木　
照
一 

議
員
】

�

物
価
高
騰
対
策
と
地
域
経
済
活

性
化
支
援

市
民
生
活
の
移
動
支
援

子
ど
も
た
ち
の
学
習
環
境
の
改
善

清
新
会

【
斉
藤　
美
千
代 

議
員
】

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

【
林　
正
人 

議
員
】

�

天
童
最
上
川
温
泉
ゆ
ぴ
あ
の
将

来
に
向
け
た
展
望
に
つ
い
て

【
三
宅　
和
広 

議
員
】

働
き
方
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

【
横
山　
愛 

議
員
】

�

身
近
に
使
え
る
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
に
つ
い
て

【
野
口　
さ
つ
き 

議
員
】

�

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

誰
も
が
社
会
参
加
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て

�

子
ど
も
の
健
全
な
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

�

子
宮
頸
が
ん
及
び
Ｈ
Ｐ
Ｖ
関
連

が
ん
の
撲
滅
に
向
け
て

【
伊
藤　
和
子 

議
員
】

�

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
を
保

険
者
と
し
て
国
に
求
め
る
べ
き

で
は

て
ん
ど
う
創
生
の
会

清
風

会
派
に
所
属
し
て
い
な
い
議
員

１２ 月定例会１２ 月定例会
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12月定例会　一般質問12月定例会　一般質問

市
民
の
安
全
確
保
に
向
け
た

市
民
の
安
全
確
保
に
向
け
た

ク
マ
対
策
の
強
化
を

ク
マ
対
策
の
強
化
を

Q
全
国
的
に
ク
マ
の
出
没
が
相
次
ぎ
、
農
作
物

の
被
害
に
加
え
、
市
民
が
生
活
す
る
場
所
で
の

目
撃
事
例
が
過
去
最
高
と
な
り
、
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
猟
友
会
の
会

員
が
身
を
危
険
に
さ
ら
し
な
が
ら
ク
マ
を
駆
除

し
て
い
る
が
、
出
動
報
酬
に
つ
い
て
は
、
県
の

１
時
間
当
た
り
の
最
低
賃
金
を
下
回
っ
て
い
る
。

ま
た
、
駆
除
作
業
中
に
怪
我
を
し
た
場
合
は
、

ハ
ン
タ
ー
保
険
で
治
療
は
対
応
で
き
る
そ
う
だ

が
、
休
業
補
償
の
支
援
も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

A
ク
マ
の
捕
獲
報
奨
金
は
１
頭
当
た
り
１
万
円

を
支
給
し
、
埋
設
支
援
金
と
し
て
１
万
４
０
０

０
円
を
、
出
動
報
酬
と
し
て
１
人
１
時
間
当
た

り
１
０
０
０
円
を
支
給
し
て
い
る
。
な
お
、
猟

友
会
の
会
員
に
大
変
な
負
担
を
か
け
て
い
る
こ

と
か
ら
、
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

Q
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

複
数
人
が
必
要
で
あ
り
、市
に
よ
る
採
用
で
は
、

相
当
の
人
件
費
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
県
に
よ

る
採
用
を
要
望
し
て
ほ
し
い
。

A
県
に
対
し
て
、
各
総
合
支
庁
管
内
に
お
い
て

迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
人
数
の
雇

用
を
依
頼
し
て
い
き
た
い
。

佐さ

藤と
う　

孝こ
う

一い
ち

議
員

Q
教
育
の
質
向
上
に
は
、
教
員
の
心
身
の
健
康

が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
市
で
は
月
８０
時
間
を
超

え
る
時
間
外
在
校
等
の
教
員
が
中
学
で
１
人
確

認
さ
れ
、
最
高
１
１
９
時
間
に
達
し
て
い
る
。

こ
れ
は
脳
・
心
臓
疾
患
リ
ス
ク
が
高
ま
る
危
険

な
水
準
で
あ
る
。
教
員
の
負
担
軽
減
に
向
け
、

電
話
対
応
の
制
限
に
加
え
、
他
自
治
体
で
成
果

を
上
げ
て
い
る
外
部
相
談
窓
口
の
開
設
や
、
業

務
の
外
部
委
託
等
を
強
力
に
推
進
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

A
時
間
外
在
校
等
時
間
は
減
少
傾
向
だ
が
、
中

学
は
部
活
動
の
影
響
で
減
少
が
緩
や
か
で
あ
る
。

現
在
、留
守
電
活
用
や
水
泳
指
導
の
民
間
委
託
、

業
務
支
援
員
の
配
置
等
を
進
め
て
い
る
。
外
部

窓
口
は
先
進
地
事
例
を
調
査
研
究
し
た
い
。

Q
２
０
４
０
年
の
理
系
人
材
不
足
を
見
据
え
、

小
中
学
校
で
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
推
進
は
急
務

で
あ
る
。
地
域
企
業
等
と
連
携
し
、
女
子
生
徒

の
理
系
進
学
を
阻
む
バ
イ
ア
ス
解
消
も
含
め
、

人
材
育
成
を
加
速
す
べ
き
で
あ
る
。

A
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
等
で
体
験
活
動
を
充
実

さ
せ
、
性
別
を
問
わ
ず
自
ら
将
来
を
選
択
で
き

る
教
育
を
進
め
る
。

教
員
の
疲
弊
を
防
ぎ

教
員
の
疲
弊
を
防
ぎ

質
の
高
い
理
数
教
育
を

質
の
高
い
理
数
教
育
を

新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設

に
つ
い
て
の
対
応
は

に
つ
い
て
の
対
応
は

Q
Ｓ
Ｃ
Ｏ
社
の
支
援
解
消
に
よ
る
５０
億
円
の
資

金
不
足
の
影
響
と
、
不
足
資
金
が
調
達
で
き
な

か
っ
た
と
き
の
対
応
は
。

A
資
金
計
画
の
見
直
し
に
よ
り
現
段
階
で
の
見

通
し
と
し
て
は
、
着
工
は
遅
れ
る
が
令
和
１０
年

夏
の
開
業
目
標
は
変
わ
ら
な
い
と
の
方
針
と
、

新
た
な
資
金
計
画
は
年
内
を
目
処
に
策
定
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
資
金
不
足
時
は
県
と
連
携
し

最
善
の
対
応
を
取
っ
て
い
く
。
本
市
の
支
援
は

追
加
負
担
は
せ
ず
、
当
初
の
建
設
資
金
の
限
度

額
の
枠
内
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q
市
民
・
サ
ポ
ー
タ
ー
が
協
力
で
き
る
仕
組
み

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
現
在
は
一
時
的
に
受
付
停
止
中
の
企
業
版
ふ

る
さ
と
納
税
に
加
え
、
個
人
版
ふ
る
さ
と
納
税

の
活
用
な
ど
の
支
援
策
も
、
今
後
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。

１

詳しくはコチラ

２

詳しくはコチラ

３

詳しくはコチラ

新に
い

関ぜ
き　

知と
も

己み

議
員

滝た
き

口ぐ
ち　

茂し
げ

之ゆ
き

議
員

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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医
療
的
ケ
ア
児
の

医
療
的
ケ
ア
児
の

避
難
訓
練
実
施
を

避
難
訓
練
実
施
を

武た
け

田だ　
正し

ょ
う

二じ

議
員

Q
医
療
的
ケ
ア
児
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
器
具
や
装

置
が
必
要
で
あ
り
、
災
害
時
に
電
源
が
途
絶
え

る
と
危
機
的
な
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
避
難
す
る
と
き
に
、
ど
ん
な
フ
ォ
ロ
ー
が

必
要
か
を
知
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
地
域
の
避
難

訓
練
へ
の
参
加
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

A
避
難
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
初
は
児
童
を
支

援
し
て
い
る
家
族
等
に
対
す
る
訓
練
と
し
て
、

疑
似
的
な
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
、
自
主
防
災

会
の
皆
様
と
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Q
障
害
者
優
先
調
達
法
に
基
づ
き
、都
道
府
県
、

市
町
村
及
び
独
立
行
政
法
人
は
、
障
害
者
就
労

施
設
等
か
ら
の
物
品
等
の
調
達
の
促
進
を
図
る

た
め
の
方
針
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

物
価
高
騰
の
折
、
幾
ら
か
で
も
工
賃
ア
ッ
プ
の

手
だ
て
と
し
て
物
品
等
の
調
達
の
推
進
を
。

A
令
和
６
年
度
は
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
用

の
絵
本
袋
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
用
の
コ
ー

ヒ
ー
セ
ッ
ト
な
ど
、
１
０
０
万
円
を
超
え
る
実

績
が
あ
っ
た
。
今
後
も
事
業
所
の
受
注
機
会
の

確
保
の
た
め
、
事
業
所
製
品
の
購
入
と
周
知
に

努
め
る
。

鈴す
ず

木き　
照し

ょ
う

一い
ち

議
員

Q
農
業
委
員
会
の
体
制
は
、
行
政
改
革
で
農
林

課
長
と
農
業
委
員
会
事
務
局
長
を
併
任
す
る
こ

と
で
今
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
法
改
正
に

よ
り
平
成
２８
年
４
月
１
日
か
ら
農
業
委
員
会
の

体
制
や
業
務
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
改
正

の
内
容
は
、
農
業
委
員
会
業
務
の
重
点
化
、
農

業
委
員
の
選
出
方
法
の
変
更
、
農
地
最
適
化
推

進
委
員
の
新
設
な
ど
、
農
業
委
員
が
担
っ
て
き

た
業
務
を
よ
り
効
率
的
に
執
行
す
る
も
の
で
あ

る
。
今
は
、
農
家
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
に

よ
り
、
遊
休
農
地
の
増
加
や
、
あ
ら
ゆ
る
業
務

が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
農
地
を
守
り
抜
く
に
は

行
政
委
員
会
と
し
て
独
立
す
べ
き
で
な
い
か
。

A
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
平
成
２２
年
か
ら
現

在
ま
で
、農
業
委
員
会
事
務
局
長
に
つ
い
て
は
、

市
長
部
局
の
経
済
部
農
林
課
長
が
併
任
し
て
い

る
。
そ
の
当
時
と
今
と
は
状
況
が
異
な
る
た
め

事
業
の
継
続
性
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
時
代
に

合
わ
せ
て
対
応
す
る
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。

事
務
事
業
の
進
捗
状
況
や
執
務
状
況
を
確
認
し
、

農
業
委
員
会
事
務
局
長
の
専
任
配
置
も
含
め
て
、

人
事
異
動
全
体
の
中
で
考
え
て
い
き
た
い
。

農
業
委
員
会
の
活
性
化

農
業
委
員
会
の
活
性
化

水み

戸と　
　
保た

も
つ

議
員

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

「
ド
モ
ス
」
の
充
実
を

「
ド
モ
ス
」
の
充
実
を

Q
生
活
に
必
要
な
移
動
手
段
と
し
て
、
気
軽
に

誰
で
も
利
用
で
き
る
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、

現
在
、
区
域
乗
合
型
と
路
線
乗
合
型
を
併
用
し

て
運
用
し
て
い
る
が
、
市
全
域
が
区
域
乗
合
型

と
な
る
こ
と
で
、
利
用
者
の
利
便
性
が
増
し
、

事
業
の
効
果
は
よ
り
大
き
く
な
る
と
考
え
る
。

　
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
事
業
が
、
一
日
も
早

く
市
全
域
で
区
域
乗
合
型
と
な
る
よ
う
期
待
す

る
も
の
だ
が
、
今
後
の
展
望
を
伺
う
。

A
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
概
ね
２
年
ご
と

に
運
行
方
法
を
見
直
し
て
お
り
、
最
近
で
は
、

令
和
４
年
度
に
天
童
北
部
地
域
を
区
域
乗
合
型

の
エ
リ
ア
に
追
加
し
、
現
在
の
運
行
状
況
は
、

区
域
乗
合
型
が
４
区
域
、
路
線
乗
合
型
が
３
路

線
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
状
と
し
て
は
、
路
線
乗
合
型
の
エ
リ
ア
に

お
住
ま
い
の
方
か
ら
、
停
留
所
ま
で
の
移
動
手

段
が
な
く
、
利
用
を
た
め
ら
っ
て
し
ま
う
と
の

声
を
多
く
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
年
度
は
、
令
和
８
年
度
及
び
９
年
度
の
運

行
に
係
る
見
直
し
の
年
と
な
っ
て
お
り
、
市
全

域
に
お
い
て
区
域
乗
合
型
で
の
運
行
が
で
き
る

よ
う
検
討
中
で
あ
る
。

12月定例会　一般質問12月定例会　一般質問
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６
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12月定例会　一般質問12月定例会　一般質問

人
口
減
少
問
題
へ
の

人
口
減
少
問
題
へ
の

取
組
み
強
化
を

取
組
み
強
化
を

Q
本
市
の
人
口
減
少
が
加
速
し
て
い
る
。
①
高

齢
化
に
伴
う
自
然
減
の
増
加
②
若
者
の
流
出
③

子
育
て
世
帯
を
支
え
る
環
境
整
備
の
不
足
④
移

住
・
定
住
の
促
進
不
足
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
高
齢
者
の
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
、
古
来
よ

り
伝
え
ら
れ
て
き
た
東
洋
医
学
の
考
え
を
取
り

入
れ
て
は
ど
う
か
。

A
介
護
予
防
、
フ
レ
イ
ル
対
策
、
認
知
症
対
策

な
ど
が
重
要
。
運
動
や
食
事
な
ど
、
健
康
な
身

体
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
介
護
予
防
教
室
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
カ
フ
ェ
、
い
き
い

き
サ
ロ
ン
で
社
会
参
加
へ
の
取
組
み
を
し
て
い

る
。
今
後
も
充
実
さ
せ
て
い
く
。

Q
出
生
数
向
上
の
た
め
踏
み
込
ん
だ
支
援
が
必

要
。
第
２
子
、
第
３
子
へ
の
追
加
支
援
、
妊
娠

期
か
ら
出
産
、子
育
て
ま
で
の
一
貫
し
た
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
ど
の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く
の
か
。

A
若
い
世
代
の
雇
用
創
出
と
雇
用
環
境
の
充
実
、

移
住
・
定
住
対
策
、
婚
活
支
援
の
ほ
か
、
子
育

て
世
帯
の
経
済
的
及
び
精
神
的
負
担
の
軽
減
、

子
育
て
を
応
援
す
る
社
会
全
体
の
機
運
の
醸
成
、

幅
広
い
総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

三み

宅や
け　

和か
ず

広ひ
ろ

議
員

Q
天
童
最
上
川
温
泉
ゆ
ぴ
あ
は
、
平
成
９
年
４

月
、
東
北
随
一
の
露
天
風
呂
を
完
備
し
、
市
の

活
性
化
と
市
民
の
期
待
を
背
負
い
、開
業
し
た
。

ゆ
ぴ
あ
は
、
市
民
の
健
康
増
進
と
憩
い
の
場
で

あ
る
と
同
時
に
、
地
域
以
外
か
ら
の
集
客
拠
点

と
し
て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
し
か

し
開
業
か
ら
２８
年
が
経
過
し
、
施
設
の
経
年
劣

化
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
現
状
を
踏

ま
え
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
大
規
模
な

改
修
が
必
要
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

A
新
た
に
掘
削
し
た
３
号
源
泉
に
お
い
て
、
思

う
よ
う
な
湯
量
が
確
保
で
き
ず
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
と
い
う
段
階
に
入
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
は
、
大
変
心
苦
し
く
思
っ
て
い
る
。
ゆ
ぴ
あ

は
本
市
に
と
っ
て
、大
変
大
き
な
財
産
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
責
任
を
持
っ
て
運
営
で
き
る
よ
う

に
対
処
し
て
い
く
。
ま
ず
は
、
ゆ
ぴ
あ
の
現
状

を
い
ち
早
く
確
認
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

天
童
最
上
川
温
泉

天
童
最
上
川
温
泉

「
ゆ
ぴ
あ
」
の
将
来
は

「
ゆ
ぴ
あ
」
の
将
来
は

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
と

選
択
的
週
休
３
日
制
を

選
択
的
週
休
３
日
制
を

Q
市
職
員
の
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に

「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
と
「
選
択
的
週
休

３
日
制
」
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
と
は
、
希
望
す

る
職
員
か
ら
の
申
告
を
基
に
勤
務
時
間
を
割
り

振
る
制
度
で
あ
る
。
一
定
期
間
の
総
労
働
時
間

を
定
め
た
上
で
、
職
員
が
日
々
の
始
業
・
終
業

時
刻
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

「
選
択
的
週
休
３
日
制
」
と
は
、
希
望
す
る
職

員
を
対
象
に
「
週
休
３
日
制
」
を
適
用
す
る
制

度
で
あ
る
。

　
本
市
で
も
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
仕
事
の
生

産
性
向
上
や
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

な
ど
の
観
点
か
ら
二
つ
の
制
度
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

A
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
他
自
治
体
の
事
例
な
ど
も
研
究
し
な
が

ら
課
題
を
整
理
し
、
さ
ら
な
る
柔
軟
な
働
き
方

の
導
入
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
導
入
に
よ
っ
て
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
あ
く
ま
で
も
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
を
前
提
と
し
た
中
で
、
職
員
の
充
実
し
た

職
場
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た
い
。

７

詳しくはコチラ

８

詳しくはコチラ

９

詳しくはコチラ

斉さ
い

藤と
う

美み

千ち

代よ

議
員

林は
や
し　

　
正ま

さ

人と

議
員
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12月定例会　一般質問12月定例会　一般質問

高
齢
者
に
本
当
に
や
さ
し

高
齢
者
に
本
当
に
や
さ
し

い
デ
ジ
タ
ル
化
と
は

い
デ
ジ
タ
ル
化
と
は

横よ
こ

山や
ま　

　
愛あ

い

議
員

伊い

藤と
う　
和か

ず

子こ

議
員

Q
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
が
社
会
に
普
及
す
る

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
使
い
過
ぎ
で
健
康
や

生
活
・
学
業
に
支
障
を
来
す
ネ
ッ
ト
依
存
が
深

刻
化
し
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
・
ゲ
ー
ム
依
存
症
か

ら
子
ど
も
の
健
全
な
健
康
と
命
を
守
る
た
め
の

普
及
啓
発
や
相
談
体
制
の
強
化
が
重
要
だ
。
本

市
の
学
校
で
の
情
報
教
育
は
。
ま
た
、
全
児
童

生
徒
に
配
布
さ
れ
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

活
用
し
た
２４
時
間
悩
み
相
談
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
窓
口
を

開
設
し
て
は
ど
う
か
。
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
本
市
は
、
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
中
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ

支
援
員
と
連
携
し
、
適
切
な
ネ
ッ
ト
利
用
に
つ

い
て
指
導
を
行
い
、
特
に
、
長
期
休
業
前
は
、

学
校
・
学
級
単
位
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
の
利
用
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
確
認
や
啓

発
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
家
庭
で
の

話
合
い
や
親
子
で
の
約
束
づ
く
り
、
一
定
期
間

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
か
ら
離
れ
る
取
組
み
を
促

し
て
い
る
。
相
談
体
制
は
、
各
校
に
相
談
員
や

支
援
員
を
配
置
し
、
誰
も
が
相
談
し
や
す
い
体

制
づ
く
り
に
努
め
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の
出
し
方
教
室
も

実
施
し
て
い
る
。
提
案
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て

は
、
研
究
し
て
い
く
。

Q
高
齢
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
を
使
っ
て
情

報
を
収
集
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
適
切
な
生
活
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
、
社
会
参
加
や
自
立
、
孤
独
解

消
に
つ
な
が
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
先
進
国
は
デ
ジ

タ
ル
相
談
窓
口
や
相
談
員
が
図
書
館
な
ど
の
公

共
施
設
に
常
駐
し
、
デ
ジ
タ
ル
教
育
を
公
共
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
け
る

高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
対
策
を
伺
う
。

A
高
校
生
を
講
師
と
し
て
、
ス
マ
ホ
お
悩
み
相

談
会
を
実
施
し
て
お
り
、
令
和
６
年
は
５
地
区

で
開
催
し
、
４８
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

Q
高
齢
者
の
た
め
に
紙
（
ア
ナ
ロ
グ
）
を
残
す

こ
と
で
、
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
参
加
の
機
会
を

奪
っ
て
、将
来
の
便
利
さ
を
先
送
り
し
て
し
ま
っ

て
い
な
い
か
。
現
状
の
声
だ
け
で
は
な
く
、
未

来
の
必
要
性
で
判
断
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

A
市
民
生
活
の
向
上
や
地
域
の
活
性
化
に
お
い

て
大
変
有
益
で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
可
能
な

限
り
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
念
頭
に
お

い
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
・

子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
・

ゲ
ー
ム
依
存
症
の
対
策
は

ゲ
ー
ム
依
存
症
の
対
策
は

野の

口ぐ
ち

さ
つ
き
議
員

介
護
保
険
制
度
見
直
し
を

介
護
保
険
制
度
見
直
し
を

国
に
求
め
る
べ
き
で
は

国
に
求
め
る
べ
き
で
は

Q
社
会
全
体
で
支
え
る
介
護
保
険
制
度
が
創
設

さ
れ
て
か
ら
２５
年
、
介
護
事
業
所
は
介
護
報
酬

が
据
え
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
る
経
営
難
と
、
介

護
労
働
者
不
足
で
存
続
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
に

な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
必
要
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
な
い
問
題
も
出
て
、
介
護
離
職

者
が
１０
万
人
と
、
家
族
の
負
担
が
重
く
な
っ
て

い
る
。
安
心
し
て
利
用
で
き
る
介
護
保
険
制
度

に
す
る
た
め
に
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
を
国

に
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
国
負
担
分
を
１０

㌫
引
き
上
げ
る
よ
う
求
め
て
は
。

A
要
支
援
者
へ
の
介
護
予
防
の
取
組
み
は
、
健

康
寿
命
延
伸
に
大
い
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

誰
も
が
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る
。

　
施
設
運
営
者
に
対
し
、
物
価
高
騰
の
影
響
緩

和
の
た
め
、
物
価
高
騰
対
策
支
援
金
を
交
付
し

て
き
た
。
今
年
度
も
交
付
準
備
を
進
め
て
い
る
。

介
護
人
材
確
保
の
た
め
、
就
職
面
談
会
や
介
護

職
員
初
任
者
研
修
を
開
催
し
た
り
、
介
護
未
経

験
者
の
た
め
の
介
護
の
入
門
的
研
修
を
開
き
、

介
護
人
材
の
裾
野
の
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

　
公
費
負
担
見
直
し
は
、
全
国
市
長
会
を
通
じ

て
、
国
に
対
し
て
要
望
す
る
。

１０

詳しくはコチラ

１１

詳しくはコチラ

１２

詳しくはコチラ

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬

角
行

王
将

王
将

金
将

金
将 と 金金 桂

馬
桂
馬

角
行 金金 龍

王
龍
王

香
車

香
車

歩
兵

銀
将

銀
将

飛
車

飛
車 金金 馬馬
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子どもたちを守るクマ除け鈴

修繕予定のパルテの外壁

令和７年度 補正予算

一般会計　１０億９４０２万円を可決【１２月補正】

　１２月の定例会において補正予算が提出されました。補正予算は予算特別委員会での
審査後の本会議で、原案のとおり全会一致で可決されました。審査で交わされた質疑
の主な内容についてお知らせします。

18歳までの子ども1人につき
2万円の手当を支給

　１２月定例会最終日の１２月１８日、追加の補
正予算案が提出され、原案のとおり全会一
致で可決されました。
　主な内容は、物価高の影響を強く受けて
いる子育て世帯を支援するため、物価高対
応子育て応援手当を支給します。児童手当
の支給対象となる１８歳までの子ども１人に
つき２万円の手当を支給するものです。

　　　小学校の管理に要する経費の消耗
品費の内容は。Q

　　　令和８年度の小学校入学予定者に
対してクマ除け鈴を配布するも

の。受注生産となるため、今年度中に発
注し、入学時に渡す予定。また、今年度
中に市内全ての小学生に配布予定である。

Ａ

新１年生にクマ除け鈴を

　　　市民税は１億円の増額となってい
るが、その要因は。Q

　　　市民の給与所得が昨年度分と比較して
５㌫増加したことが大きな理由である。Ａ

賃金の伸びにより税収増

「こども誰でも通園制度」を試行

　　　地域子ども・子育て支援事業に要
する経費で実施する事業の内容は。Q

　　　来年度から本格実施が始まる「こ
ども誰でも通園制度」を今年度か

ら試行的に開始するもの。保護者の就労
状況などを問わず、０歳６カ月から満３
歳未満の子どもを市内４カ所の施設へ月
１０時間まで時間単位で預けることができ
るものである。

Ａ

　　　パルテ修繕工事費負担金の内容と
今後の修繕の予定は。Q

　　　パルテ西側の外壁の劣化が激しい
ため、修繕工事を行うもの。主な

工事は、外壁パネルの張り替えや亀裂部
分の補修など。
工事は令和８年
４月から１２月ま
での予定。

Ａ

駅の顔 装い新たに
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林野火災を未然に防ぐために

市立公民館と連携した送迎サービスを検討

　１２月定例会では、議案１６件について各常任委員会へ審査を付託しました。
　また、最終日１８日の本会議では、各委員長が審査状況について次のとおり報告
しました。

常任委員会　議案を審査しました常任委員会　議案を審査しました

林
野
火
災
防
止
に
向
け
て

対
策
を
強
化

消
防
課
長　
大
規
模
な
林
野
火
災
の
発
生
を

受
け
て
、
林
野
火
災
注
意
報
を
創
設
す
る
と

と
も
に
林
野
火
災
警
報
の
発
令
に
つ
い
て
、

条
例
に
定
め
る
も
の
。
ま
た
、
簡
易
サ
ウ
ナ

に
関
す
る
火
災
予
防
策
や
、
住
宅
の
防
火
対

策
と
し
て
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
普
及
促
進
に

つ
い
て
も
追
加
す
る
も
の
。

　
林
野
火
災
の
予
防
に
つ
い
て
は
、
山
林
が

対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
本
市
で
は
ど
の
区

域
が
該
当
す
る
か
。

　
市
内
東
部
の
山
林
や
舞
鶴
山
、
越
王
山
、

八
幡
山
な
ど
の
山
林
を
想
定
し
て
い
る
。

　
林
野
火
災
注
意
報
や
林
野
火
災
警
報
の
発

令
の
対
象
と
な
る
条
件
は
。

　
山
形
地
方
気
象
台
の
ア
メ
ダ
ス
情
報
を
も

と
に
、
前
３
日
間
の
合
計
降
水
量
が
１
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
等
の
場
合
に
は
、
林
野
火
災

注
意
報
が
発
令
さ
れ

る
条
件
と
な
る
。
こ

の
条
件
に
加
え
て
、

さ
ら
に
強
風
注
意
報

が
発
令
さ
れ
て
い
る

場
合
は
、
林
野
火
災

警
報
が
発
令
さ
れ
る

条
件
と
な
る
。

QAQA

 

総

務

教

育 

保
育
施
設
等
職
員
の
虐
待
に
対
し

通
報
を
義
務
化

子
育
て
支
援
課
長　
児
童
福
祉
法
な
ど
国
の

法
令
改
正
に
伴
い
、
関
連
す
る
四
つ
の
条
例

を
改
正
す
る
も
の
。
改
正
の
内
容
は
、
保
育

施
設
等
の
職
員
な
ど
に
よ
る
虐
待
に
関
す
る

通
報
を
義
務
づ
け
る
こ
と
、
施
設
を
利
用
す

る
乳
幼
児
の
安
全
確
保
の
た
め
の
安
全
点
検

の
実
施
や
安
全
計
画
の
策
定
を
義
務
づ
け
る

こ
と
、
地
域
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
試
験
の
合

格
者
が
特
定
の
地
域
に
限
り
保
育
士
と
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
資
格
で
、
３
年
が
経
過

し
た
後
は
通
常
の
保
育
士
と
し
て
全
国
で
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
地
域
限
定
保

育
士
に
関
す
る
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で
あ

る
。

　
今
回
の
改
正
で
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
る
安
全
計
画
に
関
連
し
て
、
乳
幼
児
の
安

全
に
関
係
す
る
内
容
を
定
め
た
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
よ
う
な
も
の
は
現
在
あ
る
の
か
。

　
公
立
の
保
育
所
で
は
、
災
害
時
の
避
難
確

保
計
画
や
児
童
虐
待
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

を
作
成
し
て
い
る
。
市
内
の
保
育
施
設
に
対

し
て
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
で
整
備
を
促
す
よ
う
に

周
知
に
努
め
て
い
る
。

QA

 

環

境

福

祉 

Ｒリｅ 

ｐプ

レ

イ

ｌ
ａ
ｙ
！ 

Ｔテ

ン

ド

ウ

Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
、
観
光

情
報
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
を
指
定

商
工
観
光
課
長　
天
童
市
健
康
増
進
施
設
の

指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
は
、
株
式
会
社
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
天
童
、
天
童
市
観
光
情
報
セ

ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
と
な
る
団
体
は
、
一

般
社
団
法
人
天
童
市
観
光
物
産
協
会
で
あ
る
。

指
定
期
間
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
令

和
１３
年
３
月
３１
日
ま
で
の
５
年
間
で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管
理
者
と
な
る
者
か
ら

新
し
い
事
業
な
ど
の
提
案
は
あ
っ
た
の
か
。

　
天
童
市
健
康
増
進
施
設
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
事
業
と
し
て
施
設
を
利
用
す
る
場
合
に
、

株
式
会
社
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
天
童
が
所
有
し

て
い
る
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
使
用
し
、
地
域
の

公
民
館
な
ど
か
ら
施
設
ま
で
の
送
迎
を
行
う

こ
と
で
利
用
の
促
進
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
天
童
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
で
の
荷

物
預
か
り
所
の
新
設
や
、
市
将
棋
資
料
館
で

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
の
導
入
、
物
産

セ
ン
タ
ー
で
の
市
内

の
物
産
展
の
紹
介
の

ほ
か
、
県
の
物
産
品

の
販
売
を
予
定
し
て

い
る
。

QA

 

経

済

建

設 
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全ての子どもに学ぶ楽しさを感じてほしい

読者の視点に立った紙面づくりを 子どもへの食育推進が熱いテーマに

障
が
い
の
あ
る
児
童
に
学
ぶ
楽
し
さ
を

障
が
い
の
あ
る
児
童
に
学
ぶ
楽
し
さ
を

委
員

会活動

委
員

会活動県
立
村
山
特
別
支
援
学
校
天
童
校
を
視
察
（
総
務
教
育
常
任
委
員
会
）

県
立
村
山
特
別
支
援
学
校
天
童
校
を
視
察
（
総
務
教
育
常
任
委
員
会
）

　
１１
月
１７
日
、
市
内
に
開
設
さ
れ
て
い
る
県
立
村
山
特
別
支
援
学
校
天

童
校
へ
視
察
に
伺
い
ま
し
た
。

　
同
校
は
、
津
山
小
の
建
物
の
一
部
を
利
用
し
て
開
設
さ
れ
て
お
り
、

現
在
、
児
童
２６
人
が
学
ぶ
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
は
、
本

市
に
お
け
る
障
が
い
の
あ
る
児
童
の
学
び
の
場
に
触
れ
る
こ
と
で
、
障

が
い
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
児
童
が
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
視
察
で
は
、
実
際
の
授
業
の
時
間
に
訪
問
し
て
、
教
室
で
児
童
が
学

ぶ
様
子
を
見
学
。
ま
た
、
教
室
の
廊
下
に
は
児
童
が
こ
れ
ま
で
に
取
り

組
ん
だ
学
び
の
成
果
に
つ
い
て
数
多
く
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
見
学
後
に
は
同
校
の
校
長
、教
頭
か
ら
児
童
に
対
す
る
教
育
の
方
針
、

目
標
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
同
校
で
は
、
児
童
一
人
ひ
と
り
に
応
じ

た
日
常
生
活
で
活
用
で
き
る
学
び
を
提
供
し
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置

い
た
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
で
社
会

の
一
員
と
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
の
特
別
支
援

教
育
の
現
状
に
つ
い
て
、
市
教
育
委

員
会
か
ら
説
明
を
受
け
、
委
員
と
の

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
安

心
し
て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
検
討
や

提
案
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

県
市
議
会
議
長
会

県
市
議
会
議
長
会  

議
会
報
研
修
会
（
広
報
委
員
会
）

議
会
報
研
修
会
（
広
報
委
員
会
）

　
１１
月
６
日
、
新
庄
市
に
お
い
て
、
県
市
議
会
議
長
会
主
催
の
議

会
報
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
広
報
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
は
昨
年
度
の
研
修
会
に
引
き
続
き
矢
嶋
洋
美
氏
が
務
め
、

２
年
続
け
て
の
強
み
を
生
か
し
て
昨
年
と
今
年
の
各
市
の
議
会
報

の
違
い
を
比
較
・
検
証
す
る
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
童
市
議

会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、
人
目
を
引
く
写
真
の
紹
介
文
に
つ
い
て

評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
や
見
出
し
、
写
真

は
、
読
む
人
を
本
文
に
引
き
込
む
重
要
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
な

ど
の
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。
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天
童
市
農
業
振
興
懇
談
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（
経
済
建
設
常
任
委
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会
）

　
１１
月
１４
日
、
農
業
委
員
会
主
催
の
天
童
市
農
業
振
興
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
経
済
建
設
常
任
委
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
懇
談
会
で
は
、
子
ど
も
へ
の
食
育
の
推
進
に
つ
い
て
取
り
上
げ

ら
れ
、
教
育
の
場
で
田
ん
ぼ
や
畑
を
訪
れ
る
機
会
を
増
や
し
て
ほ

し
い
が
、
現
地
ま
で
の
交
通
手
段
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
な
ど
の

意
見
が
挙
が
り
ま
し
た
。
他
に
も
野
生
動
物
の
食
害
か
ら
農
作
物

を
守
る
た
め
の
電
気
柵
の
設
置
推
進
な
ど
、
最
近
の
農
業
に
関
す

る
問
題
と
そ
の
対
策
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見
や
情
報
の

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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提出された議案とその結果
令和７年度第４回臨時会、第５回定例会に提出された議案とその結果は、次のとおりです。
第４回臨時会（１１月１０日）〈市長提出議案〉

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第３４号 天童市立図書館リノベーション工
事請負契約の締結について

原案可決
（全会一致）

議第３５号 天童市教育委員会教育長の任命に
ついて

同　意
（全会一致）

第５回定例会（１２月４日～１２月１８日）〈市長提出議案〉
議案番号 件　　　　　名 結　果

議第３６号 令和７年度天童市一般会計補正予
算（第４号）

原案可決
（全会一致）

議第３７号 令和７年度天童市国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第３８号 令和７年度天童市介護保険特別会
計補正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第３９号 令和７年度天童市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第４０号 令和７年度天童市工業団地整備事
業特別会計補正予算（第２号）

原案可決
（全会一致）

議第４１号 令和７年度天童市水道事業会計補
正予算（第３号）

原案可決
（全会一致）

議第４２号 令和７年度天童市民病院事業会計
補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第４３号 令和７年度天童市公共下水道事業
会計補正予算（第１号）

原案可決
（全会一致）

議第４４号
天童市特定教育・保育施設及び特
定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例の一部改正につ
いて

原案可決
（全会一致）

議第４５号
天童市家庭的保育事業等の設備及
び運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４６号
天童市乳児等通園支援事業の設備
及び運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４７号
天童市放課後児童健全育成事業の
設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第４８号 天童市水道給水条例及び天童市下
水道条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

請願・陳情の結果請願・陳情の結果
　今定例会で審査された請願・陳情は１件で、所管常任委員会で審査した後、本会議で採決が行われました。
　結果は次のようになりました。

件　名 提出者 付託委員会 結 果

列車通過時における近隣住民の騒音軽減を求
める請願

鉄道の騒音軽減を求める
住民の会
代表　佐藤　利夫

環境福祉 採　択
（全会一致）

議案番号 件　　　　　名 結　果

議第４９号 天童市市民保養施設の指定管理者
の指定について

原案可決
（全会一致）

議第５０号 天童市健康増進施設の指定管理者
の指定について

原案可決
（全会一致）

議第５１号 天童市総合福祉センターの指定管
理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第５２号 天童市美術館の指定管理者の指定
について

原案可決
（全会一致）

議第５３号 天童市スポーツセンターの指定管
理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第５４号 天童市観光情報センターの指定管
理者の指定について

原案可決
（全会一致）

議第５５号 天童市市民プラザの指定管理者の
指定について

原案可決
（全会一致）

議第５６号 天童市立図書館の指定管理者の指
定について

原案可決
（全会一致）

議第５７号
基幹系システム機器等の中途解約
に係る損害賠償の額の決定につい
て

原案可決
（全会一致）

議第５８号 天童市固定資産評価審査委員会委
員の選任について

同　意
（全会一致）

議第５９号 天童市一般職の職員の給与に関す
る条例の一部改正について

原案可決
（全会一致）

議第６０号 天童市火災予防条例の一部改正に
ついて

原案可決
（全会一致）

議第６１号 令和７年度天童市一般会計補正予
算（第５号）

原案可決
（全会一致）

議第６２号
天童市特別職に属する者の給与に
関する条例及び天童市民病院事業
の管理者の給与等に関する条例の
一部改正について

原案可決
（全会一致）

≪委員会提出議案≫
議案番号 件　　　　　名 結　果

委員会提出
議案第２号

列車通過時における近隣住民の騒
音軽減を求める意見書の提出につ
いて

原案可決
（全会一致）

12令和８年２月15日発行令和８年２月15日発行



議会のうごき議会のうごき（１１月１日～１月３１日）
■１１月
３日～�４日　ラ・フランストップセールス（議長

／大阪府）
４日　�東北市議会議長会理事会（議長、事務局長

／仙台市）
５日　総務教育常任委員会研修会
　　　愛知県北名古屋市議会視察来童
６日　市長要請全員協議会
　　　市長要請各派代表者会
　　　山梨県山梨市議会視察来童
　　　�山形県市議会議長会議会報研修会（広報委

員／新庄市）
７日　総務教育常任委員会研修会
１０日　議会運営委員会
　　　第４回市議会臨時会
１０日～�１１日　山形県市議会議長会定期総会（議長、

事務局長／米沢市）
１２日～�１３日　災害時における相互応援に関する協

定締結式（議長／愛知県）
１３日　岡山県玉野市議会視察来童
　　　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会新

議員研修
１４日　環境福祉常任委員会研修会
　　　�天童市農業振興懇談会（経済建設常任委員）
１７日　�総務教育常任委員会視察（県立村山特別支

援学校天童校）
　　　�市長要請総務教育常任委員会（市報の発行

回数等の方向性について）
　　　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議

会運営委員会
１８日　市長要請各派代表者会
　　　埼玉県鴻巣市議会視察来童
２０日　新潟県佐渡市議会視察来童
２１日　経済建設常任委員会研修会
２６日　�県知事・県議会議長と市議会議長会との意

見交換会（議長、事務局長／山形市）
　　　�東根市外二市一町共立衛生処理組合議会議

員全員協議会、全員協議会、定例会

２７日　議会運営委員会
■１２月
４日～１８日　第５回市議会定例会
４日　広報委員会
１０日　�市長要請総務教育常任委員会（市立図書館

リノベーション関連周辺整備に係る基本計
画（案）について、第八次天童市総合計画基
本計画（案）等について、市報の発行回数等
の方向性について）

　　　�市長要請環境福祉常任委員会（令和８・９
年度の予約制乗合タクシーの運行内容につ
いて）

１１日　�市長要請経済建設常任委員会（雨水出水浸
水想定区域の指定について）

１２日　議会運営委員会
１５日　市長要請各派代表者会
　　　�市長要請全員協議会
　　　全員協議会
　　　各派代表者会
１８日　全員協議会
　　　市長要請各派代表者会
　　　広報委員会　

■１月
１9日　市長要請全員協議会
　　　議会運営委員会
20日　広報委員会
２１日～�２３日　会派清新会先進地視察（大阪府伊丹

市、愛知県稲沢市、農林水産省・環境省）
　　　�会派てんどう創生の会先進地視察（広島県

尾道市・広島市）
２６日　議会運営委員会先進地視察（福島県伊達市）
２７日　広島県呉市議会視察来童
２８日　広報委員会
３０日　議会運営委員会
　　　第６回市議会臨時会
　　　市長要請全員協議会
　　　市長要請各派代表者会

　現固定資産評価審査委員会委員の清野由華氏（成生）
が、令和７年１２月１４日をもって任期満了となることに
伴い、再び同氏を選任することに同意しました。

固定資産評価審査委員会委員の
選任に同意

　教育長に、松田義彦氏（久野本）を任命することに
同意しました。

教育長の任命に同意

　１２月４日に開催された予
算特別委員会において、委
員長と副委員長が互選され
ました。
　　◇委員長　
　　　佐　藤　孝　一
　　◇副委員長
　　　新　関　知　己

予算特別委員会
正副委員長を互選
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�１３カ所の市立公民館に設置

▼�広い庫内は多くの資機材を収納可能

▲�伊藤さん（写真左）からは流れる清流のような
なめらかな題字を、矢島さん（写真右）からは
冬にふさわしい心あたたまるイラストを提供い
ただきました。ありがとうございました。

今回今回のの表紙表紙（題字・（題字・イラストイラスト）） 作者紹介作者紹介

【イラスト】矢
や

島
じま

　結
ゆ

愛
あ

さん（二中２年）
Ｑ
Ａ

Ｑ
Ａ

水彩色鉛筆を使って質感を出しました。その物に存在感が出る
ように影を付けたりして工夫しました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
たくさんの人が取り組めるように、イベントなどの活動をもっ
と活性化して、天童の魅力を伝えてほしいです。

【題字】伊
い

藤
とう

　胡
くる み

桃さん（二中３年）
Ｑ
Ａ １文字１文字のバランスと全体のバランスの両方が良くなるよ
うに注意しました。「童」の字のバランスが特に難しく、何度
も練習をしました。

作品の説明をお願いします。

より良いまちづくりのために一言。
天童の観光資源である温泉や果物を今以上にアピールして、よ
り多くの人が集まる活気のある天童にしてほしいです。

Ｑ
Ａ

【広報委員会】委員長　横山 愛　  副委員長　新関 知己　  委員　狩野 佳和・佐藤 俊弥・古澤 義弘・林 正人・斉藤美千代

３月定例会の
日程 中継あり

追跡！災害に備え市内１３カ所の市立公民館に
　　　備蓄倉庫が続々と整備

　
令
和
７
年
度
の
事
業
と
し
て
、
市
立
公

民
館
の
敷
地
内
に
災
害
用
の
備
蓄
用
品
や

資
機
材
を
保
管
す
る
備
蓄
倉
庫
の
設
置
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
１
年
で
４
カ
所
の
設
置
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
の
定
例
会
で
可

決
さ
れ
た
補
正
予
算
に
よ
り
、
本
年
度
内

に
１３
カ
所
に
拡
大
し
て
設
置
を
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
市
立
公
民

館
の
倉
庫
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
な
ど
で
保
管

し
て
い
た
資
機
材
を
専
用
の
倉
庫
で
ま
と

め
て
保
管
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

で
、
管
理
の
一
元
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も

に
、
収
納
能
力
も
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

災
害
備
蓄
用
品
を
厳
重
に
保
管

災
害
備
蓄
用
品
を
厳
重
に
保
管

のトピックス旬旬

※�請願の締め切りは２月１８日（水）正午の
予定です。
※‌�日程は変更になる場合があります。詳
しくは議会事務局までお問い合わせく
ださい。

２／２７ 金 本会議（初日）�
２８ 土
3／1 日
２ 月
３ 火 本会議（一般質問）�
４ 水 本会議（一般質問）�
５ 木 常任委員会
６ 金 常任委員会
７ 土
８ 日
９ 月 常任委員会
１０ 火 予算特別委員会
１１ 水 予算特別委員会
１２ 木 予算特別委員会
１３ 金 予算特別委員会
１４ 土
１５ 日
１６ 月 予算特別委員会
１７ 火
１８ 水
１９ 木
２０ 金 春分の日
２１ 土
２２ 日
２３ 月 本会議（最終日）�
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